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本
稿
は
『
相
国
寺
供
養
記
』
の
写
本
の
一
つ
で
あ
り
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
内
狩
野
文
庫
が
所
蔵
す
る
『
相
国
寺
供
養
日
記
』（
以
下
、
狩
野

本
と
表
記
す
る
）
の
史
料
紹
介
と
翻
刻
を
行
う
も
の
で
あ
る
。『
相
国
寺
供
養
記
』
と
は
、
北
朝
の
公
家
で
あ
る
東
坊
城
秀
長
が
執
筆
し
た
明
徳
三

年
（
一
三
九
二
）
八
月
二
十
八
日
に
お
け
る
万
年
山
相
国
承
天
禅
寺
（
相
国
寺
）
の
慶
讃
供
養
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。

右
史
料
は
、
従
来
、『
群
書
類
従
』
釈
家
部
所
収
本
（
以
下
、
群
書
類
従
本
）
が
善
本
と
し
て
研
究
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
狩
野
本
を
調
査
し
た

結
果
、
群
書
類
従
本
に
見
ら
れ
な
い
記
述
を
数
箇
所
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。『
相
国
寺
供
養
記
』
の
全
容
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
群
書
類
従

本
以
外
の
写
本
の
検
討
を
通
し
た
『
相
国
寺
供
養
記
』
の
復
元
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
狩
野
本
の
翻
刻
掲
載
を
通
し
て
、『
相
国
寺
供
養
記
』

の
研
究
の
前
進
を
試
み
た
。
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キ
ー
ワ
ー
ド

相
国
寺
供
養
記
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
、
足
利
義
満
、
東
坊
城
秀
長

は 
じ 

め 

に

本
稿
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
が
所
蔵
す
る
『
相
国
寺
供
養
日
記
』（
以
下
、
狩
野
本
と
表
記
す
る
）
の
紹
介
と
翻
刻
で

あ
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
『
相
国
寺
供
養
日0

記
』
は
、
一
般
的
に
は
『
相
国
寺
供
養
記
』
の
名
称
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
相
国
寺

供
養
記
』
は
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
八
月
二
十
八
日
に
万
年
山
相
国
承
天
禅
寺
（
相
国
寺
）
で
盛
大
に
催
さ
れ
た
慶
讃
供
養
に
つ
い

て
の
記
録
で
あ
り
、
南
北
朝
の
内
乱
期
に
北
朝
で
活
躍
し
た
公
家
の
東
坊
城
秀
長
（
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
年
）〜
応
永
十
八
年
（
一
四
一
一
））

が
執
筆
し
た
。
東
坊
城
家
は
菅
原
氏
の
庶
流
で
、
鎌
倉
末
期
の
五
条
長
経
の
次
男
茂
長
を
祖
と
し
た
家
で
あ
る
。
同
家
は
南
北
朝
の
内

乱
期
に
北
朝
天
皇
か
ら
厚
遇
さ
れ
た
こ
と
で
、
菅
原
家
一
門
の
中
で
も
突
出
し
た
存
在
と
な
り
、
著
名
な
人
物
を
多
数
輩
出
し
た
。
本

書
の
筆
者
で
あ
る
秀
長
も
そ
の
博
識
を
も
っ
て
後
円
融
天
皇
と
後
小
松
天
皇
の
侍
読
を
つ
と
め
、
学
者
の
官
職
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ

り
、
晩
年
に
は
参
議
右
大
弁
に
至
っ
た（
１
）。
本
書
は
秀
長
が
室
町
幕
府
将
軍
足
利
義
満
の
命
を
受
け
て
執
筆
し
た
も
の
で
、
そ
の
成
立
は

供
養
が
行
わ
れ
た
明
徳
三
年
八
月
二
十
八
日
か
ら
そ
う
浅
く
な
い
時
期
と
さ
れ
て
い
る（

２
）。
何
よ
り
、
本
書
は
義
満
期
の
北
朝
の
儀
式
の

模
様
や
式
に
参
列
し
た
公
武
の
重
鎮
た
ち
の
出
で
立
ち
を
、
巧
み
な
文
飾
を
織
り
交
ぜ
つ
つ
克
明
に
記
録
し
て
い
る
点
に
大
き
な
特
色

が
あ
る
。
ま
た
、
当
日
の
路
次
行
列
に
参
列
し
た
幕
府
の
面
々
を
見
る
と
、
管
領
や
守
護
だ
け
で
な
く
守
護
被
官
や
将
軍
近
習
・
奉
公

衆
、
そ
し
て
奉
行
人
に
至
る
ま
で
、
そ
の
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
確
認
で
き
る
。
本
書
は
幕
府
の
記
録
が
乏
し
い
南
北
朝
の
内
乱
期
に
お
い

 154 



〈史料紹介・翻刻〉東北大学附属図書館狩野文庫所蔵『相国寺供養日記』 

て
、
義
満
期
の
室
町
幕
府
の
有
り
様
を
知
り
得
る
数
少
な
い
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
室
町
幕
府
研
究
の
根
本
史
料
の
一
つ
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
き
た（
３
）。

本
書
の
刊
本
は
、『
群
書
類
従
』
釈
家
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
著
名
で
あ
る（
４
）。
こ
れ
は
天
海
僧
正
所
持
本
・
百
花
庵
宗
固
（
萩

原
貞
辰
）
蔵
本
等
を
校
合
し
た
も
の（
５
）だ
が
、『
国
書
総
目
録
』
の
「
相
国
寺
供
養
記
」
の
項
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
他
に
も
写
本
が
多
く

残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
写
本
の
ほ
と
ん
ど
に
錯
簡
が
見
ら
れ
、
実
の
と
こ
ろ
、
完
全
な
底
本
と
な
り
得
る
も

の
は
少
な
い
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
各
本
の
錯
簡
を
改
正
し
た
群
書
類
従
本
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
善
本
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た（
６
）。

そ
し
て
、
本
稿
で
紹
介
す
る
狩
野
本
も
ま
た
『
相
国
寺
供
養
記
』
の
写
本
の
一
つ
で
あ
る（
７
）。
内
容
自
体
は
群
書
類
従
本
と
ほ
ぼ
変
わ

ら
な
い
が
、
狩
野
本
も
例
外
な
く
錯
簡
が
確
認
で
き
、
誤
字
・
脱
字
も
間
々
見
ら
れ
る
。
狩
野
本
の
刊
行
状
況
は
、『〈
史
料
算
集
〉
迎

陽
記　

第
二
』
所
収
『
相
国
寺
供
養
記
』
の
校
訂
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
の（
８
）、
狩
野
本
の
翻
刻
自
体
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
り
、
狩
野
本
に
関
す
る
専
論
も
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、『
相
国
寺
供
養
記
』
の
写
本
研
究
自
体
が
低
調
で
あ
り
、

研
究
利
用
に
関
し
て
も
善
本
と
さ
れ
る
群
書
類
従
本
が
他
の
写
本
と
競
合
さ
れ
る
こ
と
な
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

回
の
調
査
を
通
し
て
、
狩
野
本
に
は
群
書
類
従
本
に
見
ら
れ
な
い
記
述
を
数
箇
所
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
写
本
研
究
の
観
点

に
お
い
て
『
相
国
寺
供
養
記
』
に
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。『
相
国
寺
供
養
記
』
の
全
容
を
把
握
す

る
た
め
に
は
、
各
写
本
の
史
料
的
性
格
の
検
討
や
群
書
類
従
本
と
の
競
合
を
通
し
た
、
よ
り
正
確
な
『
相
国
寺
供
養
記
』
の
復
元
を
行

う
必
要
が
あ
る
の
だ
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
従
来
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
狩
野
本
の
史
料
翻
刻
を
通
し
て
、『
相
国
寺
供
養
記
』
の
研
究
の
前
進
を
試
み

た
い
と
思
う
。
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一
、『
相
国
寺
供
養
日
記
』
の
翻
刻

〔
凡
例
〕

一
、
本
文
の
旧
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

一 

、
本
文
に
は
、
適
宜
、
読
点
（
、
）
や
並
列
点
（
・
）
を
加
え
た
。
ま
た
、
割
書
は
山
形
括
弧
（〈　

〉）、
割
書
中
の
割
書
は
二
重
山

括
弧
（《　

》）、
見
せ
け
ち
は
「
○
○
」、
虫
喰
等
に
よ
る
欠
損
は
□
で
表
記
し
た
。

一 

、
筆
写
し
た
人
物
が
、
字
を
当
て
て
い
る
ケ
ー
ス
が
間
々
見
ら
れ
る
。
当
て
字
の
う
ち
、
漢
字
の
判
読
が
で
き
な
い
場
合
に
は
■

を
示
し
、
残
画
及
び
他
の
箇
所
よ
り
判
断
で
き
る
場
合
の
み
、
校
訂
注
を
右
側
に
（　

）
で
施
し
た
。

一 

、
校
合
に
よ
り
誤
写
と
判
断
で
き
る
場
合
に
お
い
て
も
文
字
は
原
状
の
ま
ま
と
し
て
、
右
傍
に
（
マ
マ
）
と
注
記
し
た
。
そ
の
た
め
、

基
本
的
に
群
書
類
従
本
に
基
づ
く
注
は
付
さ
な
か
っ
た
。
お
ど
り
字
を
用
い
て
い
る
箇
所
は
、
本
文
に
お
い
て
行
頭
に
位
置
し
た

場
合
で
も
あ
え
て
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。
原
本
に
お
い
て
右
傍
に
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
記
し
た
。

「（

表

紙

）

相
国
寺
供
養
日
記
」

　

相
国
寺
供
養
日
記
、

明
徳
三
年
歳
次
〈
壬
申
〉
八
月
二
十
八
日
〈
丁
丑
〉、
天
顔
快
晴
、
秋
気
清
爽
、
今
日
万
年
山
相
国
承
天
禅
寺
供
養
也
、
兼
被
守
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日
次
於
刑
部
卿
安
倍
有
世
卿
吉
曜
之
由
択
申
之
、
去
廿
五
日
先
被
成
凖
御
斉
会
宣
、
上
卿
左
大
将
、
職
事
蔵
人
左
少
弁
藤
原
宣
俊

也
、
奉
行
家
司
右
兵
衛
権
佐
重
房
〈
万
里
小
路
大
納
言
息
〉
也
、
参
仕
公
卿
等
、
奉
令
旨
悉
相
觸
之
、
殿
上
人
者
前
左
京
権
大
夫

惟
宗
行
冬
朝
臣
、
為
御
布
施
取
催
之
、
依
為
本
所
職
事
也
、
随
兵
帯
刀
衛
府
等
者
、
飯
尾
美
濃
守
貞
之
・
中
澤
次
郎
左
衛
門
尉
氏

綱
両
人
相
催
之
、
寺
家
方
事
、
頭
宗
西
堂
・
源
逢
西
堂
・
中
洲
西
堂
・
良
芝
西
堂
・
有
溶
西
堂
・
周
景
西
堂
・
梵
光
西
堂
・
如
像

都
聞
等
、
執
沙
汰
之
剋
限
、
可
為
卯
一
点
之
由
被
相
触
、
侍
所
畠
山
右
衛
門
佐
郎
等
数
百
人
着
甲
冑
、
警
固
惣
門
・
脇
門
・
左
右

番
屋
、
勢
多
太
夫
判
官
大
判
事
中
原
章
頼
〈
着
布
袴
〉、
候
山
門
西
方
、
守
護
之
、
万
里
小
路
大
納
言
雄
可
為
御
共
、
先
参
御
寺
、

可
奉
行
之
由
、
被
仰
出
之
間
早
参
、
今
度
御
次
第
自
執
柄
被
作
進
之
、
堂
荘
厳
、

　

仏
殿
奉
安
釈
迦
三
尊
像
〈
安
座
点
恨
供
養
先
畢
〉、

　

本
尊
前
卓
上
〈
有
供
備
菜
脇
士
前
有
供
具
〉、

　

其
左
勧
請
諸
神
〈
有
十
三
膳
供
具
〉、

　

其
右
奉
安
祖
師
像
〈
有
七
膳
供
具
〉、

　

後
門
図如
本

観
音
菩
薩
〈
有
供
具
〉、

　

山
門
内
庭
立
左
右
楽
屋
〈
各
三
間
葺
、
幔
引
幔
、
其
内
敷
赤
縁
畳
〉、

　

其
前
西
方
立
大
鼓
・
鉦
鼓
・
桙
等
、

　

仏
殿
前
立
舞
台
、
四
角
立
旗
台
、
上
敷
縁
布
、
四
角
有
高
欄
、
前
後
有
登
階
〈
綵
色
〉、

　

仏
殿
左
壇
下
立
御
誦
経

〈
其
内
立
安
、
積
御
誦
経
物
白
布
〉、

　

仏
面
西
間
敷
両
面
畳
二
帖
為
御
座
〈
幷
〉
大
臣
座
、
其
末
敷
青
縁
畳
為
納
言
参
議
座
、ゝ
末
折
北
敷
之
〈
此
畳
等
寺
家
用
意
也
〉、
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仏
前
立
大
蝋
燭
四
本
〈
本
尊
左
右
脇
士
前
〉、

　

東
廊
構
桟
敷
懸
翠
簾

　
　

青
蓮
院
宮
、
梶
井
宮
、
常
住
院
准
后
、
聖
護
院
門
主
、
経
弁
僧
正
等
分
賜
之
、
其
余
廊
為
当
寺
僧
衆
集
会
所
、

　

西
廊
構
桟
敷
懸
翠
簾
、

　
　

女
中
御
見
物
在
所
也
、

荘
厳
映
朝
日
而
増
輝
、
音
楽
和
秋
風
而
添
響
、
一
場
壮
観
、
万
人
構
美
、
寅
刻
神
分
声
、
辰
刻
打
僧
衆
集
会
鐘
、
巳
刻
御
入
寺
、

出
御
以
前
、
於
御
所
先
被
召
随
兵
等
於
南
階
上
、
左
衛
門
佐
義
将
朝
臣
申
沙
汰
之
、
十
一
番
、
次
第
構
見
参
各
一
番
退
出
、
其
中

進
退
依
家
異
礼
、
佐
ゝ
木
備
中
守
満
高
・
同
義
綱
弓
絃
向
内
侯
御
目
、
佐
ゝ
木
三
郎
左
衛
門
尉
高
光
・
同
高
数
自
弓
与
絃
間
侯
御

目
、
是
彼
家
例
云
々
、
自
余
作
法
大
略
同
前
、
出
御
之
時
有
世
郷
〈
着
束
帯
〉
侯
反
閉
自
中
門
廊
妻
戸
下
御
扈
従
公
卿
殿
上
人
別列

歟

立
庭
上
〈
公
卿
殿
上
前
廊
下
、
東
上
南
面
、
殿
上
人
御
車
宿
前
、
東
上
北
面
〉、
御
当
後
頭
右
大
弁
重
光
朝
臣
即
兼
御
祐
役
於
門

前
御
乗
車
御
簾
役
右
大
将
勤
仕
之
、

路
次
行
列
、

　

室
町
南
行
、　

一
条
東
行
、
主
妙
荘
厳
城
門

先
侍
所
畠
山
右
衛
門
佐
基
国
〈
黒
糸
鎧
、
薄
香
直
垂
《
文
鶴
菱
》、
太
刀
懸

、
金
赤
銅
交
、
引
両
丸
馬
鹿
毛
、
貫　

鹿
皮
〉、

子
息
一
人
、
召
具
之
、

　
　

尾
張
守
満
家
〈
薄
紫
鎧
、
地
紅
直
垂
、《
縫
萩
》
太
刀
刀
皆
金
作
、
馬
栗
毛
〉、

郎
等
三
十
騎
〈
皆
総
鞦
、
着
甲
冑
〉、
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遊
佐
河
内
守
国
長 

〈
紫
糸
、
馬
黒
〉、

　
　

遊
佐
豊
後
守
助
国 

〈
濃
浅
黄
糸
、
馬
黒
〉、

　
　

斉
藤
次
郎
基
則 

 

〈
赤
糸
、
馬
栗
毛
糟
毛
〉、

　
　

隅
田
彦
三
郎
家
朝 

〈
萌
黄
糸
、
鵇
毛
駮
〉、

　
　

遊
佐
孫
太
郎
基
光 

〈
赤
糸
、
栗
毛
駮
〉、

　
　

古
山
次
郎
衡
貞 

 

〈
紫
糸
、
鹿
毛
〉、

　
　

神
保
宗
三
郎
国
久 
〈
浅
黄
糸
、
鹿
毛
駮
〉、

　
　

飯
尾
善
六
清
政 

 
〈
浅
黄
糸
、
黒
駮
〉、

　
　

遊本
ノ
マ
ゝ
　
小
二
郎

佐
五
郎
家
国 

 

〈
赤
糸
、
黒
〉、

　
　

門
真
次
郎
国
康 

 

〈
紫
糸
、
河
原
毛
〉、

　
　

三
宅
四
郎
家
村 
 

〈
赤
糸
、
栗
毛
〉、

　
　

三
宅
次
郎
慶
明 
 

〈
白
糸
、
鵇
毛
〉、

　
　

誉
田
孫
次
郎 

 
 

〈
練
貫
、
鵇
毛
〉、

　
　

酒
勾
次
郎
国
頼 

 

〈
紅
梅
、
佐
目
〉、

　
　

斉
藤
彦
五
郎
利
久 

〈
浅
黄
色
、
栗
毛
〉、

　
　

斉
藤
四
郎
国
家 

 

〈
浅
黄
色
、
栗
毛
〉、

　
　

槙
嶋
次
郎
左
衛
門
光
基 

 

〈
萌
黄
糸
、
鹿
毛
〉、

、
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槙
嶋
三
郎
光
貞 

 

〈
萌
浅
黄
、
鵇
毛
〉、

　
　

杉
原
彦
五
郎
貞
平 

〈
白
糸
、
河
原
毛
〉、

　
　

井
口
彦
五
郎
挙
忠 

〈
浅
黄
糸
、
鵇
毛
〉、

　
　

斉
藤
次
郎
左
衛
門
尉
利
宗 

〈
白
糸
、
鹿
毛
〉、

　
　

佐
脇
孫
五
郎
久
隆 

〈
浅
黄
糸
、
鵇
毛
〉、

　
　

椎
名
次
郎
長
胤 

 

〈
浅
黄
糸
、
鵇
毛
〉、

　
　

吹
田
孫
太
郎
国
道 
〈
浅
黄
糸
、
鹿
毛
〉、

　
　

稲
生
平
三
左
衛
門
尉
基
宗 
〈
浅
黄
糸
、
栗
毛
駮
〉、

　
　

和
田
太
郎
正
友 

 

〈
白
糸
、
黒
駮
〉、

　
　

斉
藤
孫
左
衛
門
尉
利
秀 
 

〈
浅
黄
糸
、
鵇
毛
〉、

　
　

松
田
孫
左
衛
門
尉
秀
久 

 

〈
黒
糸
、
鵇
毛
〉、

　
　

神
保
肥
前
守
氏
久 

 
 
 

〈
浅
黄
糸
、
佐
目
〉、

　
　

神
保
四
郎
右
衛
門
尉
国
氏 

〈
浅
黄
糸
、
黒
〉、

次
先
陣
随
兵
〈
以
左
為
上
、
騎
馬
総
鞦
〉、

　

一
番
、

　
　

武
田
伊
豆
守
源
信
在
〈 

黒
糸
鎧
、
地
紅
直
垂
《
文
縫
菱
》、
白
太
刀
、
梅
花
皮
作
刀
、
馬
鵇
毛
、
蒔
絵
鞍
、
黄
覆
輪
、
金
具
菱
、

上
帯
木
引
貫
〉、
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搔
副
、  

 
 
 

福
嶋
山
城
五
郎
藤
原
在
量
、

　
　

 
 
 
 
 
 
 

福敷
皮
役
前
白

嶋
肥
前
彦
七
郎
藤
原
在
直
、

　
　

 
 
 
 
 
 
 

小笠

役笠
原
又
次
郎
信
長
、

　

張
替
中
間
男
、
天
龍
寺
供
養
例
、

　
　

小
笠
原
兵
庫
助
源
長
秀
〈 

紫
糸
、
白
覆
輪
、
黄
金
物
、
太
刀
、
刀
、
梅
花
皮
作
、
馬
黒
鵇
毛
、
地
紅
直
垂
、
文
松
皮
鞍
、
金

覆
輪
、
上
帯
不
引
、
貫
熊
皮
、
□
（
文
ヵ
）松
皮
〉

　
　

搔
副
、
山
中
参
河
守
長
泰
、

　
　

関笠
敷

太皮
両
役郎
左
衛
門
尉
政
氏
、

　
　

張
替
甲
床
子
役
、
皆
中
間
男
、
此
一
番
各
召
具
力
者
二
人
、
着
頭
巾
、
彼
等
家
例
云
々
、

　

二
番
、

　
　
　

武
田
五
郎
源
満
信
〈 

赤
糸
、
白
覆
輪
、
紅
直
垂
《
織
物
》、
白
太
刀
、
刀
、
金
打
鮫
、
馬
鵇
毛
、
蒔
絵
鞍
、
白
覆
輪
、
上

帯
下
引
貫
、
熊
皮
〉、

　
　
　
　

搔
副
、
坪敷
皮
役井
次
郎
左
衛
門
尉
平
盛
次
、

　
　
　
　
　
　
　

江笠

役戸
平
五
秋
氏
、

　
　
　
　

張
替
甲
役
中
間
男
云
々
、
刀
者
召
具
二
人
云
々
、

　
　
　

伴
野
次
郎
源
長
信
〈
赤
糸　

金
刀
、
白
太
刀
、
地
紅
直
垂
、
馬
河
原
毛
、
上
帯
引
貫
、
熊
毛
〉、

　
　
　
　

搔
副　

広
沢
掃
部
允
実
綱
、
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武
者
六
、
秀
綱
、

　
　
　
　

張
替
笠
以
下
中
間
男
皆
役
之
、

　

三
番
、

　
　
　

東
下
総
守
平
師
氏
〈
赤
糸
、
金
刀
、
白
太
刀
、
朽
葉
直
垂
、
文
、
馬
黒
鵇
毛
、
蒔
絵
鞍
、
白
覆
輪
、
上
帯
引
貫
、
熊
皮
〉、

　
　
　
　

搔
副
、
遠
藤
修
理
亮
頼
基
、

　
　
　
　
　
　
　

同
新
左
衛
門
尉
顕
保
、

　
　
　
　
　
　
　

郡
左
衛
門
大
夫
顕
久
、

　
　
　
　
　
　
　

同
兵
庫
助
氏
遠
、

　
　
　
　

張
替
甲
持
中
間
男
、

　
　
　

粟
飯
原
九
郎
左
衛
門
尉
平
将
胤
〈 
紫
糸
、
肩
白
朽
葉
直
垂
、
文
根
篠
丸
、
太
刀
刀
金
作
、
馬
鹿
毛
、
鞍
梨
地
、
文
根
篠
丸
、

上
帯
引
貫
、
熊
皮
〉、

　
　
　
　

搔
副
、
馬
場
九
郎
源
秀
経
、

　
　
　
　
　
　

同
源
六
経
光
、

　
　
　
　
　
　

中
嶋
三
郎
平
定
重
、

　
　
　
　
　
　

白
井
小
太
郎
藤
原
元
光
、

　
　
　
　

張
替
甲
持
中
間
男
、

　

四
番
、
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佐
ゝ
木
四三

良
左
衛
門
尉
源
高
光
〈 

萌
黄
糸
、
肩
白
地
、
紅
直
垂
、
生
浅
内
文
四
目
結
、
太
刀
刀
金
作
、
馬
鹿
毛
駮
、
白
鞍
、

上
帯
不
引
貫
〉、

　
　
　
　

搔
副
、
若
宮
新
左
衛
門
尉
秀
重
、

　
　
　
　
　
　
　

赤
田
肥
前
守
高
◦如
本

、

　
　
　
　
　
　
　

日
向
太
郎
左
衛
門
尉
久
長
、

　
　
　
　
　
　
　

箕
浦
修
理
亮
高
長
、

　
　
　

佐
ゝ
木
四
良
左
衛
門
尉
源
高
数
〈
白
糸
妻
取
、
直
垂
同
上
、
馬
栗
毛
〉、

　
　
　
　

搔
副
、
多
賀
兵
庫
助
高
信
、

　
　
　
　
　
　
　

神
保
掃
部
助
秀
氏
、

　
　
　
　
　
　
　

田
中
孫
三
郎
詮
氏
、

　
　
　
　
　
　
　

目
賀
田
太
郎
左
衛
門
尉
頼
宗
、

　
　
　
　
　
　
　
　

此
一
番
、
張
替
申
持
中
間
男
着
腹
巻
役
之
、

　

五
番
、

　
　
　

今
川
遠
江
守
源
貞
秋
〈 

黒
糸
香
直
垂
、
金
銀
二
引
両
其
上
刀
太
刀
金
作
、
黒
糟
毛
駮
、
白
鞍
鳶
置
物
、
金
覆
輪
、
上
帯
引

貫
〉、

　
　
　
　

張
替
役
、

　
　
　
　

搔
副
、
柴
兵
庫
助
藤
原
家
秀
、
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長
瀬
駿
河
守
藤
原
泰
秀
、

　
　
　
　
　
　
　

横
地
尾
張
守
藤
原
長
連
、

　
　
　
　
　
　
　

勢笠

役田
修
理
亮
藤
原
朝
昌
、

　
　
　
　
　
　
　

寺床
子
役嶋
但
馬
守
藤
原
挙
行
、

　
　
　
　
　
　
　

賀敷
皮
役茂
七
良
藤
原
助
頼
、

　
　
　

今
川
左
馬
助
源
氏
秋
〈
鎧
以
下
同
上
、
紅
直
垂
、
馬
佐
目
、
鞍
同
前
〉、

　
　
　
　
　

張
替
役
、

　
　
　
　

搔
副
、
佐
竹
安
房
守
源
秋
吉
、

　
　
　
　
　
　
　

芙
比
信
濃
守
小
野
氏
信
、

　
　
　
　
　
　
　

井
伊
修
理
亮
藤
原
朝
藤
、

　
　
　
　
　
　
　

菅笠
皮〈
役
〉谷掃
部
介
菅
原
秋
政
、

　
　
　
　
　
　
　

栗床
子
役生
右
京
亮
藤
原
氏
広
、

　
　
　
　
　
　
　

冨敷
皮
役田
八
郎
藤
原
言
泰
、

　
　
　

左
兵
衛
佐
源
俊
氏
〈
黒
糸
、
刀
太
刀
、
梅
花
皮
、
金
具
足
、
馬
黒
鹿
毛
、
白
覆
輪
、
上
帯
引
貫
〉、

　
　
　
　

搔
副
、
巨
海
孫
六
橘
氏
国
、

　
　
　
　
　
　
　

新
左
衛
門
尉
高
階
満
秋
、

　
　
　
　
　
　
　

高床
子
役橋
式
部
丞
大
宅
光
秀
、
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三笠

役浦
日
向
守
平
満
有
、

　
　
　
　
　
　
　

右
馬
助
高
階
氏
業
、

　
　
　
　
　
　
　

冨
永
六
良
左
衛
門
尉
伴
貞
兼
、

　
　
　

土
佐
守
高
階
師
英
〈
黒
糸
、
白
金
物
、
紅
直
垂
、
文
輪
違
、
太
刀
、
刀
、
梅
花
□
（
文
ヵ
）金
具
也
、
馬
栗
毛
鞍
、
上
帯
引
貫
獺如
本

猢
〉、

　
　
　
　

搔
副
、
佐
渡
四
良
兵
衛
尉
切如
前

尾
張
守
直
、

　
　
　
　
　
　
　

同
大
炊
助
尾
張
師
守
、

　
　
　
　
　
　
　

隅　

藤
三　
　

師
親
、

　
　
　
　
　
　
　

香
河
三
良
右
衛
門
尉
平
景
家
、

　
　
　
　

張
替
甲
中
間
持
之
、
鞍
舎
人
腰
差
之
、

　

次
前
駆
四
人
〈
騎
馬
、
総
鞦
、
下
﨟
為
先
、
笠
持
四
人
充
行
〉、

　
　
　
　

治
部
少
輔
惟
宗
行
敏
、

　
　
　
　

大
膳
権
太
夫
高
階
敏
経
、

　
　
　
　

前
大
膳
権
大
夫
大
江
俊
重
、

　
　
　
　

前
左
京
権
大
夫
惟
宗
行
冬
朝
臣
、

　

次
帯
刀
、
二
十
番
、
歩
儀
、

　
　
　

赤
松
孫
次
良
源
満
則
、

　
　
　

赤
松
彦
次
郎
源
則
康
、

 165 



　
　
　

佐
々
木
大
原
五
良
右
衛
門
尉
源
満
信
、

　
　
　

佐
ゝ
木
大
原
六
良
左
衛
門
尉
源
高
信
、

　
　
　

赤
松
近
江
守
源
則
春
、

　
　
　

赤
松
信
濃
守
孫
五
良
源
則
綱
、

　
　
　

佐
ゝ
木
越
中
守
源
頼
泰
、

　
　
　

佐
ゝ
木
田
中
太
郎
源
頼
兼
、

　
　
　

伊
勢
守
平
貞
行
、

　
　
　

伊
勢
七
郎
左
衛
門
尉
平
貞
長
、

　
　
　

伊
勢
因
幡
八
良
左
衛
門
平
盛
久
、

　
　
　

伊
勢
因
幡
九
良
左
衛
門
尉
平如

本
､
盛
ヵ成
秀
、

　
　
　

大
内
修
理
亮
多
ゝ
良
満
景
、

　
　
　

大
内
左
京
亮
多
ゝ
良
満
長
、

　
　
　

松
田
上
野
彦
次
良
藤
原
満
重
、

　
　
　

松
田
次
郎
左
衛
門
尉
藤
原
満
盛
、

　
　
　

朝
山
出
雲
守
大
伴
師
綱
、

　
　
　

宮
修
理
亮
藤
原
詮
秀
、

　
　
　

海
老
名
八
良
左
衛
門
尉
源
満
季
、

、

、
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本
間
甲
斐
太
良
源
詮
忠
、

　
　
　

粟
飯
原
次
良
左
衛
門
尉
平
兼
胤
、

　
　
　

和
田
九
良
左
衛
門
尉
源
満
平
、

　
　
　

土
肥
太
良
左
衛
門
尉
平
真
氏
、

　
　
　

宮
六
郎
藤
原
氏
清
、

　
　
　

小
早
川
四
良
次
郎
平
基
平
、

　
　
　

松
田
三
良
藤
原
満
朝
、

　
　
　

中
条
五
良
、

　
　
　

長
佐
渡
次
良
左
衛
門
尉
長
谷
部
頼
連
、

　
　
　

佐
ゝ
木
岩
山
四
良
源
秀
定

　
　
　

市
四
良
坂
上
重
明
、

　
　
　

山
城
三
良
左
衛
門
尉
平
忠
泰
、

　
　
　

冨
樫
助
藤
原
満
成
、

　
　
　

佐
ゝ
木
備
中
守
源
高
数
、

　
　
　

佐
ゝ
木
六
良
左
衛
門
尉
源
信
長
、

　
　
　

土
岐
小
里
与
一
源
満
信
、

　
　
　

赤
松
左
馬
助
源
頼
則
、
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赤
松
越
後
次
良
源
則
貞
、

　
　
　

佐
ゝ
木
五
良
左
衛
門
尉
源
満
秀
、

　
　
　

佐
ゝ
木
左
近
将
監
源
満
高
、

　
　
　
　

已
上
、
金
銀
薄
直
垂
、
大如
本

太
刀
、
左
右
巻
刀

　

次
御
車
〈
唐
庇
〉

　
　

先
番
頭
八
人
〈
重
色
ゝ
衣
〉、　

御
車
副
六
人
〈
褐
冠
如
木
〉

　
　

御
牛
飼
一
人
〈
褐
如
木
持
、
御
褶
竹
一
〉、
水
干
御
牛
飼
二
人
〈
行
重
兄
弟
〉

　
　

退
紅
仕
丁
一
人
、
御
笠
持
一
人
、

　

次
衛
府
長
〈
騎
馬
、
総
鞦
〉

　
　

下
毛
野
武
音
〈
地
紫
、
狩
衣
、
白
金
、
竹
菊
、
紅
葉
、
赤
地
金
襴
袖
、
単
萌
黄
衣
、
斤如

本

金
〉

　
　
　

直
垂
、
若
党
二
人
召
具
之
、

　

次
衛
府
侍
十
人
〈
各
騎
馬
、
総
鞦
、
下
総
、
帯
剣
〉

　
　
　

真
下
新
左
衛
門
尉
源
詮
広 

 
 

〈
花
田
狩
衣
、
魚
陵
衣
、
馬
栗
毛
、
鞍
白
覆
輪
、
軟如
本

鋼
白
〉

　
　
　

古
山
勘
解
由
左
衛
門
尉
平
満
藤 

〈
萌
黄
狩
衣
、
裏
青
〈
キ
〉
練
貫
、
陵
袴
、
紅
引
倍
木
、
馬
黒
、
鞍
金
覆
輪
〉

　
　
　

伊
勢
十
良
左
衛
門
尉
平
貞
清 

 

〈
二
藍
狩
衣
、
紅
衣
、
馬
鹿
毛
、
鞍
金
覆
輪
〉

　
　
　

本
庄
次
良
左
衛
門
尉
藤
原
満
宗 

〈
狩
衣
表
紫
、
裏
青
練
貫
、
紅
衣
、
馬
鵇
毛
、
鞍
白
覆
輪
、
走
下
部
田
人
召
具
也
〉

　
　
　

朝
日
三
郎
左
衛
門
尉
藤
原
満
清 

〈
薄
色
狩
衣
、
馬
鹿
毛
、
鞍
白
覆
輪
、
金
具
〉
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朝
日
九
良
右
衛
門
尉
藤
原
清
景 

〈
花
田
狩
衣
、
馬
栗
毛
、
鞍
白
覆
輪
、
金
具
〉

　
　
　

古
山
五
良
右
衛
門
尉
平
満
景 

 

〈
狩
衣
表
紫
、
裏
白
紅
衣
、
馬
栗
毛
、
黒
鞍
白
覆
輪
、
金
具
〉

　
　
　

朝
日
孫
右
衛
門
尉
藤
原
満
時 

 

〈
二
藍
狩
衣
、
馬
青
黒
、
鞍
白
覆
輪
、
金
具
〉

　
　
　

安
東
平
次
右
衛
門
尉
平
満
康 

 

〈
二
藍
狩
衣
、
裏
練
貫
、
馬
鵇
毛
〉

　
　
　

斉
藤
筑
前
五
良
左
衛
門
尉
藤
原
基
種
〈
二
藍
狩
衣
、
馬
栗
毛
〉

次
後
陣
随
兵
、

　

一
番
、

　
　

治
部
大
輔
源
義
重
〈 
黒
糸
鎧
、
白
覆
輪
、
地
紅
直
垂
、
唐
織
物
、
文
桐
立
分
、
刀
太
刀
金
銀
、
馬
黒
鞍
内
金
金
具
、
上
帯
引

貫
、
水
豹
〉

　
　
　
　

張
替
役
、

　
　
　

搔
副
、
二
宮
与
一
源
種
氏
、

　
　
　
　
　
　

嶋敷
皮

田役

平
次
良
憲
国
、

　
　
　
　
　
　

嶋
田
弥
次
郎
重
憲

　
　
　
　
　
　

甲
斐
八
郎
藤
原
将
教

　
　
　
　
　
　

由
宇
新
左
衛
門
尉
多
ゝ
良
氏
実

　
　
　
　
　
　

氏
家
主
計
允
藤
原
時
光

　
　

民
部
少
輔
源
満
種
〈
紫
糸
、
白
覆
輪
、
地
青
直
垂
、
唐
織
物
、
文
桐
三
分
、
刀
太
刀
金
作
、
馬
黒
、
白
鞍
〉
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搔
副
、
二
宮
与
次
源
種
泰
、

　
　
　
　
　
　

長敷
皮
役田
左
近
蔵
人
藤
原
将
経
、

　
　
　
　
　
　

斉笠

役藤
石
見
守
藤
原
種
用
、

　
　
　
　
　
　

岩
井
彦
左
衛
門
尉
藤
原
教
秀
、

　
　
　
　
　
　

井
居
孫
九
良
藤
原
種
氏
、

　
　
　
　
　
　

二
宮
七
良
源
種
隆
、

　

二
番
、

　
　

一
色
右
馬
頭
源
満
範
〈
黒
糸
、
白
金
物
、
紅
直
垂
、
文
桐
、
刀
太
刀
金
作
、
馬
佐
目
、
鞍
黄
覆
輪
金
具
也
、
上
帯
引
貫
、
羚
着
〉

　
　
　
　

張
替
役
、

　
　
　

搔
副
、
小
笠
原
三
河
三
良
満
房
、

　
　
　
　
　
　

小
笠
原
左
近
将
監
光
長
、

　
　
　
　
　
　

瀬笠

役邊
長
門
守
兼
季

　
　
　
　
　
　

尾
藤
三
良
左
衛
門
尉
種
光

　
　
　
　
　
　

氏
家
近
江
守
範
守

　
　
　
　
　
　

佐敷
皮
役野
中
務
丞
秀
勝

　
　

一
色
兵
部
少
輔
源
範
貞
〈
黒
糸
、
白
金
物
、
紅
直
垂
、
馬
以
下
同
上
〉

　
　
　
　

張
替
役
、
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搔
副
、
小
笠
原
修
理
亮
幸
長
、

　
　
　
　
　
　

石敷
皮
役河
八
良
左
衛
門
尉
長
貞
、

　
　
　
　
　
　

延笠

役永
修
理
亮
光
信
、

　
　
　
　
　
　

岩
田
次
良
左
衛
門
尉
範
久
、

　
　
　
　
　
　

氏
家
三
良
詮
守
、

　
　
　
　
　
　

河
崎
肥
前
守
光
信
、

　

三
番
、

　
　

佐
ゝ
木
備
中
守
源
満
高
〈 
唐
紅
鎧
、
白
覆
輪
、
紅
直
垂
、
唐
織
物
、
文
四
目
結
、
結

寄
、
太
刀
綱
切
刀
金
、
馬
鵇
毛
、
白

鞍
上
帯
、
引
貫
熊
皮
〉

　
　
　

搔
副
、
樽
崎
太
良
左
衛
門
尉
源
高
行
、

　
　
　
　
　
　

蒲張
替
役生
六
良
左
衛
門
尉
藤
原
貞
俊
、

　
　
　
　
　
　

儀
俄
左
京
亮
藤
原
氏
秀
、

　
　
　
　
　
　

多敷
皮
役賀
五
良
左
衛
門
尉
平
康
貞
、

　
　
　
　
　
　

目
賀
田
次
良
左
衛
門
尉
藤
原
兼
遠
、

　
　
　
　
　
　

伊
庭
太
良
源
満
貞
、

　
　

佐
ゝ
木
山
内
源
三
左
衛
門
尉
源
義
綱
〈 

鎧
白
糸
、
取
妻
、
紅
直
垂
、
織
物
四
目
結
、
刀
太
刀
金
作
、
馬
鵇
毛
、
鞍
四
目
結
、

金
具
、
上
帯
引
貫
、
熊
皮
〉
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搔
副
、
高敷
皮
役田
太
良
左
衛
門
尉
兼
範
、

　
　
　
　
　
　

同
小
次
良
兼
長
、

　
　
　
　
　
　

野
田
九
良
左
衛
門
尉
信
貞
、

　
　
　
　
　
　

宇張
替
役佐
美
彦
次
良
祐
光
、

　
　
　
　
　
　

赤
佐
弾
正
忠
高
家
、

　
　
　
　
　
　

同
孫
三
良
秀
俊
、

　
　
　
　
　
　
　

 

此
一
番
、
甲
持
根
先
面
、
鞭
者
騎
馬
之
時
、
自
身
抜
入
事
、
下
馬
之
後
、
舎
人
挿
腰
皮
家
例
云
々
、
弓
絃
成
内

持
之
、

　

四
番
、

　
　

赤
松
出
羽
守
源
義
祐
〈 

黒
糸
、
白
覆
輪
、
蒔
絵
白
金
物
、
地
紅
直
垂
、
文
鞆
絵
、
刀
太
刀
金
作
、
馬
河
原
毛
、
鞍
内
白
鞆
絵
、

黄
覆
輪
、
上
帯
引
貫
、
熊
〉

　
　
　

搔
副
、
浦
上
帯
刀
左
衛
門
尉
紀
清
景
、

　
　
　
　
　
　

浦
上
弾
正
左
衛
門
尉
紀
景
則
、

　
　
　
　
　
　

小
寺
次
良
左
衛
門
尉
藤
原
則
職
、

　
　
　
　
　
　

河
旬
伊
賀
七
良
小
野
実
秀
、

　
　
　
　
　
　

依
藤
太
郎
左
衛
門
尉
藤
原
資
頼
、

　
　
　
　
　
　

喜
多
野
帯
刀
左
衛
門
尉
藤
原
実
綱
、
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赤
松
参
河
守
源
時
則
〈
紫
糸
、
取
妻
、
白
覆
輪
、
刀
太
刀
以
下
同
上
、
馬
鹿
毛
、
鞍
同
上
、
自
余
同
上
〉

　
　
　

搔
副
、
上
原
弾
正
左
衛
門
尉
神
貞
祐
、

　
　
　
　
　
　

後
藤
弾
正
左
衛
門
尉
藤
原
則
基
、

　
　
　
　
　
　

冨
田
次
良
貞
重
、

　
　
　
　
　
　

芝
原
五
良
次
郎
源
友
久
、

　
　
　
　
　
　

工
藤
七
郎
左
衛
門
尉
藤
原
則
宗
、

　
　
　
　
　
　

冨
田
弾
正
左
衛
門
尉
平
貞
経
、

　
　
　
　
　
　
　

此
一
番
力
者
一
人
召
具
之
、

　

五
番
、

　
　

土
岐
美
濃
守
源
頼
益
〈 

赤
糸
、
白
覆
輪
、
紙
鞘
刀
、
白
太
刀
、
紅
直
垂
、
文
桔
梗
、
紅
大
口
、
馬
鹿
毛
、
鞍
蒔
絵
、
白
覆
輪
、

上
帯
引
貫
、
熊
毛
〉

　
　
　

搔
副
、
小
笠
原
兵
庫
助
康
政
、

　
　
　
　
　
　

衣
斐
民
部
丞
貞
近
、

　
　
　
　
　
　

渡
邊
太
良
左
衛
門
尉
久
◦如
本

、

　
　
　
　
　
　

市
橋
四
良
左
衛
門
尉
益
仲
、

　
　

土
岐
伊
勢
守
源
光
兼
〈
白
糸
、
妻
取
、
自
余
同
上
、
馬
黒
駮
〉

　
　
　

搔
副
、
金
子
美
作
守
国
世
、
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毛
利
左
京
亮
光
世
、

　
　
　
　
　
　
　

此
一
番
張
替
甲
持
中
男
、

次
扈
従
公
卿
〈
皆
毛
車
〉

　

左
大
将
、
本
ノ
マ
マ〈 

前前
一
本
作駆
二並
下
同人
、
前
弾
正
少
弼
三
善
直
衡
、
前
兵
部
少
輔
三
善
為
盛
、
随
身
裏
、
秦
久
勝
《
蘓
芳
袴
》、
近
衛
五
人
、

秦
延
豊
、
下
毛
野
元
勝
、
秦
兼
有
、
秦
久
次
、
佐
伯
基
文
、
皆
為
練
貫如
本

、

袴
〉

　

右
大
将
、 〈 
前
駆
一
人
、
前
兵
部
少
輔
高
階
成
基
、
随
身
番
長
、
秦
兼
村
《
女
郎
花
浮
線
綾
袴
、
継
目
伏
組
金
襴
蝶
付
》、
近
衛

五
人
、
秦
兼
仲
、
下
毛
野
武
光
、
秦
延
次
、
下
毛
野
種
永
、
同
武
雄
、
各
女
郎
花
生
織
物
袴
伏
組
以
上
壺
乗
袴
、

移（
マ
マ
）写
舎
人
居
飼
共
如
木
〉

　

万
里
小
路
大
納
言
、〈
前
駆
一
人
、
左
近
将
監
源
重
清
〉

　

勘
解
由
小
路
大
納
言
、〈
前
駆
二
人
、
刑
部
少
輔
源
盛
興
、
和
泉
守
源
盛
次
、
如
木
雑
色
二
人
〉

　

日
野
中
納
言
、〈
前
駆
一
人
、
右
馬
権
頭
藤
原
範
氏
〉

　

左
衛
門
督
、〈
前
駆
一
人
〉

　

中
納
言
中
将
、〈
前
駆
二
人
〉《
右
京
権
大
夫
高
階
泰
世
、
源
俊
仲
、
雑
色
番
、
下
毛
野
種
貞
、
小
随
身
四
人
、
今
日
奏
黄
門
慶
》

　

別
当
〈
良
人
〉、
姉
小
路
太
夫
判
官
坂
上
明
宣
、
今
日
奏
黄
門
慶
、

　

知
輔
朝
臣
、〈
今
日
奏
相
公
慶
〉

次
殿
上
人
〈
各
文
車
〉　

　

頭
左
大
弁
資
藤
朝
臣 

〈
衛
府
侍
一
人
、
左
衛
門
尉
紀
守
弘
、
今
日
奏
鶏
首
慶
〉

歟
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頭
右
大
弁
重
光
朝
臣 

〈
滝
口
六
人
、
藤
原
重
延
、
同
重
則
、
大
江
成
忠
、
藤
原
宗
名
、
大
江
成
昌
、
藤
泰
尚
〉

　

左
兵
衛
権
佐
永
行
朝
臣 

〈
衛
府
侍
一
人
〉《
左
衛
門
尉
藤
原
信
定
》

　

飛
鳥
井
中
将
雅
縁
朝
臣 

〈
衛
府
一
人
〉《
薩
摩
左
衛
門
尉
大
江
家
景
》

　

中
御
門
中
将
宗
量
朝
臣 

〈
衛
府
侍
一
人
〉《
左
衛
門
尉
惟
宗
康
清
》

　

左
中
弁
資
国
朝
臣 

 
 

〈
衛
府
侍
一
人
〉《
本
庄
五
良
左
衛
門
尉
藤
原
宗
冨
》

　

西
園
寺
中
将
実
永
朝
臣 

〈 

諸
太
夫
一
人
〉《
前
治
部
少
輔
藤
原
頼
清
》、〈
衛
府
侍
二
人
〉《
左
衛
門
尉
中
原
久
景
、
同
政
景
、

童
一
人
、
如
木
、
雑
色
一
人
》

　

権
右
少
弁
経
豊 

 
 
 

〈
衛
府
侍
一
人
、
左
衛
門
尉
源
有
顕
、
火
長
、
有
使
長
、
随
身
、
小
舎
人
、
童
等
、
召
具
之
〉

　

右
兵
衛
権
佐
重
房 

 
 

〈
衛
府
侍
一
人
〉《
左
衛
門
尉
藤
原
持
国
》

次
管
領

　

右
京
大
夫
源
頼
元
朝
臣
〈
薄
香
狩
衣
、
薄
色
衣
、
奴
袴
如
恒
、
馬
月
毛
〉

　
　

郎
等
廿
二
騎
召
具
之
〈
皆
直
垂
騎
馬
〉

　
　
　

小
笠
原
備
後
守
成
明 

 

〈
馬
栗
毛
〉

　
　
　

小
笠
原
又
太
良
頼
長 

 

〈
月
毛
〉

　
　
　

海
部
三
郎
経
清 

 
 
 

〈
月
毛
〉

　
　
　

由
木
太
良
之
春 

 
 
 

〈
鹿
毛
駮
〉

　
　
　

柿
原
下
野
三
良
兼
信 

 

〈
鹿
毛
〉
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河
村
小
次
郎
之
秀 

 
 

〈
栗
毛
〉

　
　
　

十
河
又
四
良
兼
重 

 
 

〈
月
毛
〉

　
　
　

安
冨
安
芸
又
三
良
盛
衡 

〈
黒
河
原
毛
〉

　
　
　

物
部
九
良
成
基 

 
 
 

〈
鹿
毛
〉

　
　
　

那
伽
三
郎
氏
宗 

 
 
 

〈
黒
〉

　
　
　

内
藤
左
衛
門
四
良
季
清 

〈
青
黒
〉

　
　
　

長
塩
兵
衛
五
良
家
次 

 

〈
栗
毛
駮
〉

　
　
　

長
尾
太
良
高
之 

 
 
 

〈
雲
雀
毛
〉

　
　
　

薦
田
新
四
郎
頼
高 

 
 
〈
栗
毛
駮
〉

　
　
　

大
西
三
良
貞
広 

 
 
 

〈
月
毛
〉

　
　
　

香
河
九
良
頼
景 
 
 
 

〈
鹿
毛
〉

　
　
　

妻
嶋
但
馬
十
良
清
次 

 

〈
栗
毛
駮
〉

　
　
　

庄
駿
河
四
良
次
良
頼
資 

〈
黒
栗
毛
〉

　
　
　

松
田
彦
次
良
重
秀 

 
 

〈
佐
目
〉

　
　
　

飯
尾
善
五
郎
長
尚 

 
 

〈
黒
〉

　
　
　

佐
ゝ
木
加
地
彦
三
郎
朝
包 

〈
白
河
原
毛
〉

　
　
　

栗
野
三
良
範
幸 

 
 
 

〈
鹿
毛
糟
毛
〉
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三
宅
七
良
氏
村 

 
 
 

〈
鹿
毛
〉

路
頭
云
縦
云
横
桟
敷
左
左
在
右
、
都
鄙
群
集
而
如
堵
、
綺
羅
充
満
而
成
市
、
車
不
得
廻
、
人
無
取
顧
、
畏
威
而
屈
伏
、
低
頸
而
拝

見
、
光
華
照
眼
盛
荷
動
心
者
乎
、
御
車
到
惣
門
壇
下
、
公
卿
等
下
車
遅
ゝ
間
、
暫
有
御
待
、
直
恭
寺
門
、
公
卿
、
左
府
・
右
府
以

下
数
十
人
、
殿
上
人
数
十
人
、
両
局
輩
〈
四
位
史
、
小
櫬槻

兼
治
宿
祢
、
太
夫
史
、
同
光
夏
、
大
外
記
中
原
師
豊
、
六
位
外
記
中
原

重
貞
、
左
楽
行
事
宗
量
朝
臣
、
在
御
共
、
仍
右
一
人
率
之
〉

此如
本一
行
前
ノ
局
ノ
輩
ノ
下
へ
付
歟

等
、
恙悉
歟参
会
惣
門
内
、
列
立
左
右
先
陣
、

引
率
左
右
楽
人
、
笙
豊
原
国
秋
・
藤
秋
・
定
秋
・
氏
秋
・
量
秋
・
為
秋
・
家
秋
・
笛
大
神
景
継
・
景
房
・
景
秀
、
戸
部
政
千
・
大

神
景
親
・
景
吉
、
篳
篥
安
倍
季
村
・
季
種
・
季
美
・
季
長
、
舞
人
左
狛
俊
葛
・
重
葛
・
正
葛
・
朝
春
・
元
葛
・
英
葛
、
右
多
久
景
・

忠
興
・
忠
継
・
忠
俊
・
人
乙
、
忠
清
等
参
向
打
一
実（
マ
マ
）婁
御
沓
役
、
重
光
朝
臣
、
則
取
御
裾
入
惣
門
、
経
橘橋
歟

上
令
入
山
門
給
〈
実
時

公
薄
色
下
襲
、
文
竹
〉
此
間
歓
楽
、
仍
申
暇
自
惣
門
早
出
、
右
府
以
下
諸
卿
・
殿
上
人
奉
相
従
、
導
師
当
住
仏
日
字
光
国
師
、
空

谷
明
歴
、
昨
日
被
授
国
師
号
〈
金
襴
袈
裟
〉、

　

諸
僧
十
口
〈
西
面
一
列
〉

　
　

南
禅
徳
叟
和
尚
〈
周
佐
〉、
天
龍
伯栢
イ

英
和
尚
〈
徳
俊
〉

　
　

建
仁
薀温
イ

中
和
尚
〈
清
瑜
〉、
東
福
哲
岩
和
尚
〈
祖
浚済
イ

〉

　
　

万
寿
器
之
和
尚
〈
令
簠
〉、
等
持
観
中
和
尚
〈
中
諦
〉

　
　

真
如
独
山
和
尚
〈
以
雄
〉、
安
国
季
高
和
尚
〈
祥
登
〉
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臨
川
季
成
和
尚
〈
昌
立
〉、
宝
幢
翠
岩
和
尚
〈
周
濃
〉

於
山
門
下
奉
迎
謁
、
此
時
対
導
師
有
御
指
〈
下
御
裾
〉、
次
請
僧
十
口
先
入
堂
〈
侍
者
一
人
〉、
次
鋪
莚
道
具
上
鋪
輝
〈
掃
部
寮
役

之
〉、
次
導
師
国
師
入
堂
〈
侍
者
五
人
〉、
焼
香
侍
者
〈
周
厳
首
座
〉、
書
状
〈
梵
召
侍
者
〉、
請
容
〈
中
様
侍
者
〉、
湯
楽
〈
道
召
侍
者
〉、

衣
鉢
〈
忠

蔵
主
〉、
禅
容
一
人
、
同
相
従
先
行
持
幡
童
二
人
尊
賀
丸
〈
宗
助
僧
正
沙
汰
之
〉、
春
喜
久
丸
〈
定
忠
法
印
沙
汰
進
之
、

今
度
有
沙
汰
皆
児
童
也
〉、
執
蓋
執
綱
役
人
事
、
元
徳
二
年
大
講
堂
供
養
当
代
親
王
咒
願
導
師
御
勤
仕
之
時
、
雲
客
也
、
模
彼
例

今
度
有
御
沙
汰
、
兼
被
出
御
点
被
催
之
仍
執
蓋
大
内
記
菅
原
長
遠
執
綱
内
蔵
頭
藤
原
教
興
朝
臣
〈
兼
少
将
〉
白
川
新
中
将
源
資
忠

朝
臣
〈
三
人
皆
引
裾
持
之
〉、
相
従
導
師
到
階
下
、
導
師
昇
月
壇
之
後
、
引
廻
山
門
下
五
人
同
前
、
次
有
礼
仏
儀
檀
主
〈
黄
色
御
表
、

御
下
襲
捨
主
也
、
螺
鈿
御
剣
、
有
又
御
帯
瑠
璃
紺
地
御
手
緒
〉
令
進
立
山
門
正
面
間
給
〈
有
御
指
〉、

　

次
第
公
卿
列
立

　
　

右
大
臣 

 
 

〈
具
道
公
、
薄
色
下
襲
、
文
軟
錦
菱
〉

　
　

左
大
将 

 
 

〈
実
直
公
、
蘓
芳
下
襲
、
練
薄
内
無
、
裏
文
鶏
冠
木
散
葉
遠
文
〉

　
　

四
条
大
納
言 

〈
隆
郷
卿
、
青
朽
葉
〉

　
　

洞
院
大
納
言 

〈
公
定
卿
〉

　
　

三
条
大
納
言 

〈
実
冬
卿
〉

　
　

右
大
将 

 
 

〈
通
定
卿
、
女
郎
花
浮
織
物
下
襲
、
捻
重
蘓
芳
浮
織
物
表
袴
〉

　
　

九
条
大
納
言 

〈
教
嗣
卿
、
女
郎
花
下
襲
、
文
牡
丹
〉

　
　

万
里
小
路
大
納
言 

〈
嗣
房
卿
、
蘓
芳
下
襲
、
竹
丸
〉

如
本
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中
院
大
納
言 

〈
通
氏
卿
〉

　
　

勘
解
由
小
路
大
納
言 

〈
仲
光
卿
、
薄
青
下
襲
〉

　
　

四
辻
中
納
言 

〈
季
顕
卿
〉

　
　

日
野
中
納
言 

〈
資
教
卿
、
黄
朽
葉
下
襲
〉

　
　

左
衛
門
督 

 

〈
親
雅
卿
、
朽
葉
衣
袴
薄
青
下
襲
〉

　
　

四
条
中
納
言 
〈
顕
経
卿
〉

　
　

葉
室
中
納
言 
〈
宗
顕
卿
〉

　
　

坊
城
中
納
言 

〈
俊
任
卿
〉

　
　

権
中
納
言 

 

〈
公
仲
卿
、
蘓
芳
〉

　
　

中
納
言
中
将 

〈
良
嗣
卿
、
萌
木
下
襲
、
文
亀
甲
蘓
芳
表
袴
、
裏
同
色
紅
引
倍
木
〉《
雑雖

年
少
歟耳少

皮
（
彼
ヵ
）家
被
用
濃
色
云
々
》

　
　

別
当
資
衡
卿

　
　

大
宮
宰
相 
 

〈
隆
仲
卿
〉

　
　

菅
宰
相 
 
 

〈
秀
長
卿
〉

　
　

藤
宰
相 

 
 

〈
資
俊
卿
〉

　
　

三
条
宰
相
中
将 

〈
実
豊
卿
、
唐
綾
、
蘓
芳
、
下
襲
〉

　
　

知
輔
朝
臣 

 

〈
我如
本

宰
相
〉

諸
卿
列
立
俊
、
両
頭
資
藤
朝
臣
・
重
光
朝
臣
立
加
公
卿
末
、
一
同
置
笏
於
地
、
合
掌
上
拝
之
、
畢
両
頭
退
、
次
令
進
仏
叚
給
〈
御
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裾
役
同
之
、
衛
府
長
・
前
駆
・
衛
府
侍
等
皆
候
御
供
留
階
下
〉、
於
月
壇
上
、
又
御
礼
仏
〈
置
御
笏
、
一
拝
〉
於
右
階
下
御
揖
御

着
座
、
右
府
以
下
次
第
相
従
経
舞
台
上
到
階
下
〈
不
引
裾
〉
登
階
次
第
着
座
〈
引
裾
〉、
座
揖
如
常
、
公
卿
着
座
畢
後
、
師如
本

子
出

臥列
歟

舞
台
傍
伶
人
奏
曲
次
師
子
行
貞
舞
〈
二
人
引
綱
二
人
持
打
輪
、
号
蠅
払
相
従
師
子
〉、
笛
戸
部
政
千
吹
之
、
太
鼓
津
守
国
久
打

之
〈
住
吉
神
主
国
量
子
也
〉、
舞
列
拝
、
次
掛
額
仏
事
南
禅
徳
叟
和
尚
勤
仕
之
、
座
〈
国
師
〉
先
対
仏
面
立
障
子
〈
敷
畳
錦
法
被
〉

禅
客
二
人
〈
梵
請
首
座
、
妙
詮
蔵
主
〉
国
師
者
、
人
天
眼
目
、
仏
家
棟
梁
、
法
音
高
揚
、
如
震
雨
之
響
百
里
、
弁
舌
巧
僧如
本

、
似
長

河
之
落
九
天
、
尊
卑
驚
耳
、
梵
沢
点
頭
者
哉
、
次
請
僧
十
口
、
解
経
純
〈
法
華
経
一
部
十
巻
〉、
先
曲
禄
十
脚
〈
各
懸
氈
〉、
立
仏

面
左
〈
南
上
西
面
一
列
〉、
有
前
机
〈
有
打
敷
置
経
各
一
巻
〉

座
畢
後
、
撤
停倚
歟

子
曲
禄
等
、
次
大
衆
諷
経
、
次
敷
導
師
五
山
長

老
座
〈
左
脇
士
前
北
上
西
面
〉、
残
請
僧
座
〈
右
脇
士
前
北
上
東
面
〉、
次
左
右
楽
行
事
催
之
〈
自
両
方
進
出
〉、
舞
楽
先
左
右
舞

人
振
桙
、
次
左
舞
万
歳
楽
四
人
、
次
右
地
久
四
人
、
次
陵
王
狛
俊
葛
、
荒
序
、
笙
量
秋
、
笛
景
継
也
、
舞
畢
欲
還
入
之
時
、
被

召
返
之
賜
禄
〈
紅
掛
長
頼
伝
取
、
大
将
掛
舞
人
肩
〉、
俊
葛
一
拝
退
下
、
次
有
勧
賞
事
、
左
楽
行
事
宗
量
朝
臣
、
更
進
楽
屋
召
舞

人
、
ゝ
ゝ
進
月
壇
上
、
洞
院
大
納
言
為
上
卿
叙
給
一
階
之
由
召
仰
之
、
舞
人
俊
葛
一
拝
退
下
、
次
召
笙
〈
量
秋
〉・
笛
〈
量
継
・

政
千
〉
所
作
人
、
同
被
仰
勧
賞
事
〈
賜
爵
一
級
〉、
次
右
舞
約
蘓
利
二
人
、
次
左
散
手
、
次
右
帰
徳
、
各
奏
三
曲
畢
、
有
衆
僧
御

布
施
事
、
奉
行
飯
尾
美
濃
守
・
中
沢
次
良
左
衛
門
尉
等
調
之
、
渡
下
家
司
為
景
〈
納
長
樻
舁
立
西
壇
下
〉、
公
卿
自
下
葛
次
第
起

座
上
首
、
少
ゝ
猶
在
座
、
殿
上
人
、

　

資頭
左

藤大
弁

朝
臣
〈
薄
青
下
襲
、
菊
唐
草
無
裏
〉

　

重頭
右
大
弁光
朝
臣
〈
朽
葉
表
袴
。
紫
苑
下
襲
、
裏
文上
下

有歟

〉

　

山
科
新
中
将
教
◦興
歟

朝
臣
〈
萌
木
下
襲
、
無
裏
〉

如
本

（
陞
ヵ
）
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伯
中
将
業
継
朝
臣
〈
紫
苑
下
襲
、
裏上
下

有歟

〉

　

月
輪
中
将
季
尹
朝
臣
、

　

左
兵
衛
権
佐
永
行
朝
臣
〈
薄
青
下
襲
、
無
裏
〉

　

飛
鳥
井
中
将
雅
縁
朝
臣
〈
黄
朽
葉
下
襲
〉

　

少
納
言
言
長
朝
臣
、

　

中
山
中
将
宗
量
朝
臣
〈
黄
朽
葉
〉

　

中
山
中
将
満
親
朝
臣
〈
紫
苑
打
、
表
袴
〉

　

京
極
中
将
実
敦
朝
臣
、

　

内
蔵
頭
教
興
朝
臣
、

　

三
条
中
将
実
清
朝
臣
、

　

左
中
弁
資
国
朝
臣
、

　

持
明
院
少
将
基
親
朝
臣
、

　

白
川
我如
本

中
将
資
忠
朝
臣
、

　

綾
小
路
我如
本

少
将　

長
朝
臣
、

　

西
園
寺
中
将
実
永
朝
臣
、

　

蔵
人
右
中
弁
兼
宣
、

　

蔵
人
左
少
弁
宣
俊
、
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大
内
記
長
遠
、

　

少
納
言
長
方
、

　

蔵
人
右
少
弁
資
家
、

　

権
右
少
弁
経
豊
、

　

右
兵
衛
権
佐
重
房
、

　

右
官
少
将

　

　

左
兵
衛
佐
定
頼

　

持
明
院
少
将
保
通

　

一
条
少
将
季
有

　

蔵
人
式
部
丞
永
俊

　

蔵
人
中
務
丞
長
頼

　

蔵
人
民
部
丞
知
長

　
　

被
准
御
斉
会
之
間
、
職
事
皆
取
御
布
施
、

先
錦
被
物
長
頼
取
之
、
伝
左
衛
門
督
伝
進
之
檀
主
被
召
被
置
導
師
前
、
御
復
座
、
右
府
已
下
次
第
取
之
〈
於
公
卿
、
六
位
蔵
人
伝

之
〉、
導
師
分
被
物
十
一
重
〈
錦
被
物
一
重
、
色
被
物
五
重
、
綾
被
物
五
重
〉
晨
物
三
〈
十
一
重
者
黒悉

歟

取
之
、
晨
物
大
宮
宰
相
、

十
一
内
、
大
納
言
・
頭
資
藤
・
重
光
朝
臣
取
之
〉、
次
五
山
長
老
五
人
〈
三
重
者
四
辻
中
納
言
以
下
取
之
、
二
裹
教
遠
朝
臣
以
下

取
之
〉、
次
十
刹
五
人
〈
二
重
公
卿
取
在
分
、
取
之
、
未
不
足
殿
上
人
役
之
、
一
裹
皆
殿
上
人
至
蔵
人
長
頼
取
之
〉、
御
布
施
引
畢

如
本
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〈
自
後
門
皆
徹
之
〉、
次
泉衆
歟

僧
先
退
下
、
次
敷
莚
道
如
元
持
幡
童
、
蓋
、
執
綱
、
本
役
人
進
階
下
如
迎
時
、
導
師
退
、
次
還
御
諸
卿

奉
相
従
、
或
参
会
了
、
居
山
門
下
、
酉
半
刻
一
会
無
為
事
訖
於
惣
門
外
、
御
垂
車
此
時
分
雨
降
、
装
御
雨
皮
於
御
車
、
小
時
属
晴

天
、
還
御
無
障
、
梵
風
達
天
、
法
雨
灑
地
、
盛
応
之
至
、
奇
異
之
端
也
、
康
永
天
竜
寺
供
養
星
降
云
々
、
但
有
見
人
有
不
見
人
歟
、

今
度
瑞
雨
、
河
原
以
来
中
御
門
以
南
一
滴
、
更
不
降
、
只
御
寺
邊
施
耳
樹
、
龍
神
加
護
之
、
不
能
左
右
、
天
人
之
合
同
、
貴
賤
盛

悦
非
言
詞
之
所
及
者
哉
、
爰
有
一
古
老
、
偸如
本

相
語
曰
、
檀
主
御
事
、
観
音
御
化
身
之
由
申
之
、
以
凡
口
難
准
申
、
為
後
代
難
巻
而

懐
、
御
父
祖
二
代
天
下
雖
有
御
管
領
世
上
、
猶
以
不
安
寧
、
或
偽
朝
動
及
却
奪
之
謀
、
奸
臣
多
有
反
逆
之
企
、
身
着
甲
冑
、
手
携

剣
戟
御
事
及
度
々
畢
、
当
御
代
延
文
以
来
三
十
余

弓
矢
而
風
塵
、
不
起
買
牛
羊
而
田
業
克
修
、
遠
方
近
国
之
民
撃
壊
謌
、
堅
甲

利
兵
之
士
高
枕
楽
、
旧
冬
逆
臣
雖
有
犯
上
之
糺
、
一
時
被
加
誅
伐
、
万
邦
悉
属
静
謐
、
弥
奉
恐
武
威
、
無
不
戴
仁
化
、
久
輔
佐
王

道
、
御
帰
依
仏
之
間
、
当
寺
雖
為
大
伽
藍
、
此
七
八
年
之
間
、
成
風
之
切
不
日
終
、
昔
有
竹
園
槐
門
、
棘
署
蘭
若
、
結
宇
数
百
間
、

今
者
金
殿
玉
堂
、
丕
樓
宝
閣
、
周
恒
廿
余
町
也
、
所
造
之
殿
門
等
、

　

排
門 

 

〈
妙
荘
厳
域
〉、  

 
 
 
 
 
 
 
 

惣
門  

 

〈
万
年
山
〉

　

山
門 

 

〈
相
国
承
天
禅
寺
、
門
前
有
池
有
橋
〉、
仏
殿  

 

〈
覚
雄
実
殿
在
、
車東
歟

西
有
痕廊
歟

〉

　

土
地
堂
〈
冥
賀
〉、  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

祖
師
堂  

〈
蜜
付
〉

　

法
堂　

 

〈
雷
音
堂
〉、  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

庫
院  

 
〈
香
積
院
〉

　

僧
堂　

 

〈
選
仏
道
〉、  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

方
丈
、

　

浴
堂　

 

〈
宣
明
〉、  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
司  

 

〈
西
浄
〉

　

講
堂
、  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鐘
樓
、

如
本
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塔
頭
〈
鹿
苑
院
《
有
三
重
塔
婆
》、
資
寿
院
、
大
智
院
、
常
徳
院
、
雲
頂
院
〉

　
　

帰
一
集
雲
以
下
、
寮
舎
等
、
不
遑
毛
挙
、

彼
宋
朝
、
東
京
恵
林
円
照
宗
本
禅
師
、
奉
神
宗
皇
帝
詔
、
元
豊
五
年
闢
相
国
寺
、
興
八
禅
二
律
、
蘓
列
承
天
寺
、
雖
為
十
刹
、
欂如
本

櫨
節
梲
之
華
麗
、
更
非
可
比
、
云公
歟

侯
卿
士
之
囲
繞
、
莫
貴
於
今
、
夷
夏
太
平
之
世
、
仏
法
繁
昌
之
時
、
大
会
無
為
、
御
願
成
就
、

恭
敬
供
養
之
主
、
結
縁
聞
法
之
人
、
共
踦
寿
域
、
永
遊
福
庭
、
伽
藍
固
、
迄
三
会
之
期
、
香
花
薫
積
、
通
諸
尊
之
鑑
、
教
外
別
伝

之
窓
風
弥
昌
、
哀
中
無
為
之
政
化
益
大
、
君
臣
合
歓
、
真
俗
均
慶
而
已
、

翌
日
被
送
御
加
布
施
、

　
　

導
師　

鵝
眼
三
十
貫

　

砂
金
〈
百
両
居
銀
打
敷
〉

　

鞍
置
馬　

十
疋
、

　

御
剣
一
振
〈
金
作
〉、　

御
衣
〈
五
領
〉

五
山
十
刹
等
〈
各
鵝
眼
五
十
貫
〉

　

御
馬
一
疋

　
　

但
南
禅
徳
叟
和
尚
掛
額
仏
事
御
導
師
、

　
　

仍
万
疋
云
々
、

於
尊
師
御
布
施
者
、
一
物
無
受
用
悉
寄
進
当
寺
、
当
住
国
師
号
事
、
於
以
謙
退
被
申
譲
先
師
仏
慈
禅
師
〈
無
極
和
尚
〉
更
不
着
名

利
弥
被
施
智
徳
、
当
時
称
嘆
、
後
代
遺
美
者
也
、
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参
議
菅
原
秀
長
謹
奉

令
旨
大
概
記
之
、

二
、
本
文
の
構
成
と
錯
簡
に
つ
い
て

狩
野
本
の
本
文
構
成
は
群
書
類
従
本
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
（
以
下
、（　

）
内
は
本
稿
の
該
当
頁
を
指
す
）。
ま
ず
、
刑
部
卿
安
倍
有
世

の
奏
上
に
よ
っ
て
明
徳
三
年
八
月
二
十
八
日
に
供
養
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
、
去
る
八
月
二
十
五
日
に
は
供
養
会
が
御
斎
会
に
准
ぜ
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
記
す
。
次
に
上
卿
・
職
事
以
下
当
日
の
供
養
の
各
担
当
者
を
列
記
し
、
堂
の
荘
厳
な
様
子
を
述
べ
た
後
に
（
以
上
、

一
五
六
〜
一
五
八
頁
参
照
）、
当
日
の
路
次
の
行
列
に
つ
い
て
詳
述
す
る
（
一
五
八
〜
一
七
七
頁
参
照
）。
路
次
行
列
の
構
成
は
、
先
駈
、
郎

等
三
十
騎
、
先
陣
随
兵
（
一
番
〜
六
番
）、
前
駈
四
人
、
帯
刀
二
十
番
、
御
車
、
衛
府
長
、
衛
府
侍
十
人
、
後
陣
随
兵
（
一
番
〜
五
番
）、

扈
従
公
卿
、
殿
上
人
、
管
領
の
順
番
で
あ
り
、
各
人
の
氏
名
お
よ
び
そ
の
服
装
や
太
刀
、
騎
乗
す
る
馬
の
毛
色
や
鞍
に
至
る
ま
で
、
そ

の
出
で
立
ち
を
事
細
か
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
式
が
壮
麗
か
つ
盛
大
に
催
さ
れ
た
こ
と
は
文
中
の
「
路
頭
云
縦
云
横
桟
敷
左
（
在
ヵ
）左
在
右
、

都
鄙
群
集
而
如
堵
、
綺
羅
充
満
而
成
市
、
車
不
得
廻
、
人
無
取
顧
、
畏
威
而
屈
伏
、
低
頸
而
拝
見
、
光
華
照
眼
、
盛
（
感
ヵ
）荷
動
心
者
乎
」

（
一
七
七
頁
参
照
）
と
い
う
記
述
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
加
え
て
、
路
次
行
列
の
人
々
の
豪
華
絢
爛
な
装
い
も
ま
た
、
こ
の
式
に
彩
り
を

添
え
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
次
い
で
儀
式
の
模
様
を
詳
述
し
た
後
（
一
七
七
〜
一
八
三
頁
）、
長
く
続
い
た
内
乱
を
収
束
さ
せ
、

こ
の
盛
大
な
慶
讃
供
養
を
催
し
た
将
軍
足
利
義
満
の
偉
業
を
褒
め
称
え
（
一
八
三
頁
）、
翌
二
十
九
日
の
導
師
以
下
に
対
す
る
御
布
施
に

つ
い
て
記
述
し
て
（
一
八
四
頁
）、
こ
の
供
養
の
記
録
を
終
え
る
。
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さ
て
、『
相
国
寺
供
養
記
』
は
現
在
残
さ
れ
て
い
る
写
本
の
ほ
と
ん
ど
に
錯
簡
や
誤
字
・
脱
字
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
前
述
し

た
。
紙
幅
の
都
合
で
、
誤
字
・
脱
字
の
詳
細
や
他
の
写
本
と
の
対
校
は
今
後
の
課
題
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
狩
野
本
に
み
ら
れ
る
錯
簡

に
つ
い
て
、
群
書
類
従
本
と
の
比
較
を
通
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
群
書
類
従
本
に
は
、
本
文
の
最
後
に
導
師
空
谷
明
応
に
対

し
て
あ
ら
か
じ
め
下
賜
さ
れ
て
い
た
後
小
松
天
皇
か
ら
の
明
徳
三
年
八
月
二
十
七
日
付
の
国
師
号
勅
書
案
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
狩
野

本
は
こ
の
箇
所
が
一
切
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
本
稿
一
七
七
頁
六
・
七
行
目
の
箇
所
に
も
大
き
な
錯
簡
が
見
ら
れ
る
。
今
一

度
、
そ
の
該
当
箇
所
を
載
せ
て
、
検
討
し
て
お
き
た
い
。

【
本
稿
一
七
七
頁
六
・
七
行
目
の
箇
所
よ
り
抜
粋
】

（
前
略
）、
両
局
輩
〈
四
位
史
小
櫬槻

兼
治
宿
祢
、
太
夫
史
同
光
夏
、
大
外
記
中
原
師
豊
、
六
位
外
記
中
原
重
貞
、
左
楽
行
事
宗
量
朝
臣
、

在
御
共
、
仍
右
一
人
率
之
〉

此如
本一
行
前
ノ
局
ノ
輩
ノ
下
へ
付
歟

等
、
恙悉
歟参
会
惣
門
内
、
列
立
左
右
先
陣
、

引
率
左
右
楽
人
、（
後
略
）

ま
ず
、
右
の
抜
粋
箇
所
の
三
行
目
「
等
、
恙悉
歟参
会
惣
門
内
、
列
立
左
右
先
陣
」
の
一
文
に
は
、
波
線
部
「
此如
本

一
行
、
前
ノ
局
ノ
輩
ノ

下
へ
付
歟
」
と
書
写
し
た
者
に
よ
る
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注
の
文
章
中
の
「
前
ノ
局
ノ
輩
」
と
は
右
抜
粋
文
一
行
目
の
傍
線
部

箇
所
「
両
局
輩
」
を
指
し
て
い
る
。
群
書
類
従
本
を
確
認
す
る
と
「
両
局
輩
」
の
割
書
の
後
に
「
等
、
恙悉
歟参
会
惣
門
内
、
列
立
左
右
先
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陣
」
と
続
い
て
い
る
。
よ
っ
て
七
行
目
の
「
等
、
恙悉
歟参
会
惣
門
内
、
列
立
左
右
先
陣
」
の
一
文
は
本
来
、「
両
局
輩
」
の
説
明
文
と
な

る
の
で
あ
る
。

同
じ
く
右
抜
粋
文
三
行
目
の
「
等
、
恙悉
歟参
会
惣
門
内
、
列
立
左
右
先
陣
」
の
後
は
空
白
を
挟
ん
で
「
引
率
左
右
楽
人
」
と
続
い
て
い

る
が
、
群
書
類
従
本
で
は
こ
の
空
白
部
分
に
「
随
兵
等
、
先
入
惣
門
、
候
左
右
〈
敷
床
・
敷
皮
着
之
〉、
此
間
右
楽
行
事
満
親
朝
臣
〈
左

楽
行
事
宗
量
朝
臣
、
在
御
共
、
仍
右
一
人
率
之
〉」
の
一
文
が
見
ら
れ
る
。
狩
野
本
は
こ
の
一
文
が
抜
け
落
ち
て
お
り
、
無
論
、
別
の

箇
所
へ
の
誤
記
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
右
の
群
書
類
従
本
文
中
の
割
書
（
点
線
箇
所
）
の
「
左
楽
行
事
宗
量
朝
臣
、
在
御
共
、

仍
右
一
人
率
之
」
は
、
狩
野
本
だ
と
右
抜
粋
文
一
行
目
「
両
局
輩
」
の
割
書
（
二
重
傍
線
部
箇
所
）
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

狩
野
本
は
「
等
、
恙悉
歟参
会
惣
門
内
、
列
立
左
右
先
陣
」
の
前
後
の
文
章
で
錯
簡
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
錯
簡
を
、
群
書
類
従
本
を
基
に
し
て
訂
正
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
傍
線
部
は
群
書
類
従
本
か
ら
補
足
し
た
箇
所
）。

（
前
略
）、
両
局
輩
〈
四
位
史
小
槻
兼
治
宿
祢
、
太
夫
史
同
光
夏
、
大
外
記
中
原
師
豊
、
六
位
外
記
中
原
重
貞
、〉
等
、
悉
参
会
惣

門
内
、
列
立
左
右
先
陣
、
随
兵
等
、
先
入
惣
門
、
候
左
右
〈
敷
床
・
敷
皮
着
之
〉、
此
門
右
楽
行
事
満
親
朝
臣
〈
左
楽
行
事
宗
量

朝
臣
、
在
御
共
、
仍
右
一
人
率
之
〉、
引
率
左
右
楽
人
、（
後
略
）

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、『
相
国
寺
供
養
記
』
は
式
当
日
の
路
次
行
列
に
参
列
し
た
武
家
・
公
家
の
出
で
立
ち
を
詳
述
し
て
い
る

の
だ
が
、
狩
野
本
に
は
各
人
の
装
い
の
詳
細
箇
所
に
誤
字
・
脱
字
・
当
て
字
が
多
く
見
ら
れ
、
一
文
が
脱
落
し
て
い
る
箇
所
も
複
数
見

ら
れ
る
。
出
で
立
ち
の
記
述
の
順
番
も
狩
野
本
と
群
書
類
従
本
で
は
異
な
る
箇
所
が
多
い
。
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そ
の
一
方
で
、
狩
野
本
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
群
書
類
従
本
に
は
記
述
が
な
い
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
路
次
行
列
に
参
列
し
た
扈

従
公
卿
の
う
ち
、
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
「
知
輔
朝
臣
、〈
今
日
奏
相
公
慶
〉、」（
本
稿
一
七
四
頁
参
照
）
は
、
群
書
類
従
本
に
は
記
載
が

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
併
せ
て
、「
中
納
言
中
将
〈
良
嗣
卿
、
萌
木
下
竜（
マ
マ
）衣
、
文
亀
甲
蘓
芳
表
袴
、
裏
同
色
紅
引
倍
木
〉《
雖雖
年
少
歟耳少
皮（
彼
ヵ
）家
被

用
濃
色
云
々
》」
と
「
大
宮
宰
相　
〈
隆
仲
卿
〉」
の
二
名
の
記
述
（
本
稿
一
七
九
頁
参
照
）
も
群
書
類
従
本
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

以
上
、
本
文
の
構
成
を
述
べ
た
後
、
狩
野
本
の
錯
簡
や
脱
落
箇
所
等
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

お 

わ 

り 
に

本
稿
で
は
、『
相
国
寺
供
養
記
』
の
史
料
的
性
格
を
考
察
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
狩
野
本
の
翻

刻
掲
載
を
行
っ
た
。
紙
幅
の
関
係
で
詳
細
を
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
狩
野
本
と
群
書
類
従
本
と
で
は
文
字
の
異
同
が
極
め
て
多
く
、

ま
た
、
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
狩
野
本
に
は
数
箇
所
錯
簡
や
脱
落
も
確
認
で
き
る
。
ゆ
え
に
今
後
の
作
業
は
群
書
類
従
本
や
他
の
未

調
査
の
写
本
と
の
校
合
を
行
い
、
正
確
な
文
章
を
構
築
し
て
い
く
作
業
が
重
要
と
な
る
。
こ
う
い
っ
た
地
道
な
調
査
研
究
の
積
み
重
ね

を
通
し
て
、
史
料
の
性
格
を
確
定
し
、『
相
国
寺
供
養
記
』
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

註
（
１
）　

小
川
剛
生
「
解
題
」（『〈
史
料
纂
集
〉
迎
陽
記　

第
二
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
六
年
）、
二
二
三
―
二
三
三
頁
。

（
２
）　
『
群
書
解
題
』
第
十
八
巻
上
（
釈
家
部
㈡
）「
相
国
寺
供
養
記
」
項
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
二
年
）、
十
四
―
十
六
頁
。
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（
３
）　

小
川
信
『
足
利
一
門
守
護
発
展
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）、
二
木
謙
一
『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
五
年
）、
福
田
豊
彦
『
室
町
幕
府
と
国
人
一
揆
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）、
福
田
豊
彦
・
佐
藤
堅
一
「
室
町
幕
府
将
軍
権
力
に

関
す
る
一
考
察
（
上
）・（
下
）
―
将
軍
近
習
を
中
心
と
し
て
―
」（『
日
本
歴
史
』
第
二
二
八
号
、
一
九
六
七
年
）
な
ど
。

（
４
）　
「
相
国
寺
供
養
記
」（『
群
書
類
従
』
第
二
十
四
輯
〈
釈
家
部
〉、
巻
第
四
三
四
（
釈
家
部
十
）、
三
三
三
―
三
五
〇
頁
）。
ま
た
小
川
剛
生
が
校

訂
し
た
「〈
附
載
〉
相
国
寺
供
養
記
」（『〈
史
料
纂
集
〉
迎
陽
記　

第
二
』
所
収
、
一
七
五
―
二
〇
〇
頁
参
照
）
は
「
相
国
寺
供
養
記
」
の
最
新

の
翻
刻
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
群
書
類
従
本
を
底
本
と
し
て
い
る
（
前
掲
註
（
１
）
参
照
）。

（
５
）　

前
掲
註
（
４
）、
奥
書
（
三
五
〇
頁
・
上
段
）
参
照
、
竹
貫
元
勝
「
相
国
寺
供
養
記
」（『
国
史
大
辞
典
』
第
七
巻
（
し
な
―
し
ん
）、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
六
）。

（
６
）　

前
掲
註
（
１
）、
二
三
二
頁
参
照
、
前
掲
註
（
２
）、
十
五
―
十
六
頁
参
照
。

（
７
）　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
（
請
求
番
号
3
‒
４
９
０
４
‒
1
、『
永
享
記
』
と
合
冊
）。
な
お
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
の

O
P
A
C
で
は
、
本
史
料
を
『
相
国
寺
供
養
記
』
と
登
録
し
て
い
る
が
、
前
述
の
通
り
、
本
史
料
の
表
題
は
『
相
国
寺
供
養
日0

記
』
で
あ
る
た

め
、
本
稿
の
表
題
で
は
『
相
国
寺
供
養
日
記
』
の
名
称
を
採
用
し
た
。

（
８
）　

前
掲
註
（
１
）
お
よ
び
（
４
）
を
参
照
。
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